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栃　尾 見　附 亀　田 その他 合　計
東南アジァ 970，360421，300564，765 1，956，425
北　　　米 380，380 74，850 656，703 1，111，933
欧　　　州 450，420 65，227 13，135 245，380774，162
中　南　米 9，200 25，663 34，863
大　洋　州 49，100 34，217 78，804 162，121
中　近　東 326，970445，894 772，864
アフリカ 80，910 2，139 83，049
そ　の　他 13，850 13，850
合　　　計 2，281，1901，069，2901，313，407245，3084，909，267
割　合　％ 46 22 27 5
図6－1　新潟県合繊織物産地別輸出額、昭和63年（千円）
単位　千円




中　南　米 34，863 88，160 65，701 40，663 74，663
大　洋　州 162，121116，608119，783100，080115，150
中　近　東 772，864349，568405，861324，436356，412
アフリカ 83，049 83，440 41，640 28，730 13，740
そ　の　他 13，850 11，530 122，646 39，389 47，484
合　　　計 4，909，2673，777，8044，381，5553，961，7714，246，428
図6－2　輸出高の推移
　　　　　　　　平成5年度　新潟県統計資料より
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〔B〕　合成繊維、新合織の現状へ
　これまで見た県産織物の推移をみても、すべて天然繊維であった時代から、次第に社会の豊か
さ二にあわせ人々の需要をまかなうため、人造繊維の時代に移行している。次にそれらの技術向上
によって合成繊維が登場し、更にテクノロジーの加速によって現在の新合繊・複合技術の時代と
なり、その傾向は今後も進展してゆくであろう。それらの研究は全世界の国々の共同研究によっ
てもたらされているのが現状である。
　本県では29頁のように、昭和27年以降、合成繊維の生産が始まり、栃尾・見附地区を中心に現
在まで躍進をつづげている。このように合成繊維との深いかかわりの中で、県産織物をみるため、
その発達の経過を概略示すこととする。
1・絹への強い憧れと・日本の絹にかかわる伝統技術によって・ポリエステルのシルクライク化
の開発は進められた。目標は、衣料素材に要求される2つの性能、則ち機能性（物性）と審美性
（感性）を追求することであり、この2つの機能をポリエステルと絹で比較した時、機能性（寸
法安定性、耐しわ性、ウオッシュ＆ウエア性、プリーツ保持性等）については、ポリエステルが
すべての点で優れている。次に審美性（風あい、色相、光沢等）については、絹がすべての点で
優れている。このことから、合繊の優れた機能性を維持しつつ、絹の審美性を付与するシルクラ
イクの方向へ進む。
II　シルクライク化の研究は、絹の特性を生かすこと、則ち絹繊維・絹織物の特徴を的確に把握
することから始められた。例えば、蚕の繭糸をつくるメカニズムと絹の特性をみると次のようで
ある。
蚕の繭糸をつくるメ力ニズムと絹の特性
蚕は成熟すると糸を吐きまゆを作る。糸をつくる矯　Pt
しせん
糸腺は体の左右一対あり、体重の30％をしめる。ま
ず後部絹糸腺内のフィプロイソゲル（液体絹）が中
部絹糸腺に送られ貯蔵される間にゲル化する。さら
にここから分泌されるセリシソ（生糸のにかわ状の
外被）によって被覆され、前部絹糸腺で熟成された
のち吐糸口をへて繊維形成される。
　蚕が糸を吐くとき頭部を回転させている動きは、
超低速の吐糸速度4～5m／分である。この動きに
より機械的変性をうけ糸のたわみを生じ、おだやか
なけん縮が出来る。これは、1．自然なふくらみ感、
2．しなやかさ、3．反揆性等の絹の特性を生む。
一現在合繊の染色乾燥時に、布を移動させる速度
を調整する時の参考になっている。
　絹繊維の中の極性アミノ酸（フィプロイソのミク
レプ酬イRフー
　　　　ミクロフィプリル
　　　　（Micro　fibril　）空気溝
（Air　canal）
図7　繭糸の断面図
ロフィブリル単位の空気溝）や繊維化の際の脱水により生じた空孔の存在によって、i’1．絹のす
ぐれた吸放湿性をもち、これは肌着に可能であり、2．すぐれた染色性が生まれる。
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III．開発の方向一絹へのアプローチ
1　繊維の断面形態をかえる
　　光沢を出すために、絹と同じ三角断面型から始まり、特殊異形断面繊維の開発へとつづく。
　これらは、光沢や風あい、色表現に新味をもつものとなる。
’2　繊維を細くする
　　　　　　　　　　　　　　デニ－ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デニ－ル　　新合繊の極細繊維は1．5～0．6d、超極細繊維は0．6～0．1dでこの技術は、審美性の高い高
　密度織物を生み、普通繊維では予想もつかない程の種々の性能が発揮される。
　　スエード調、メガネふき、特殊防水透湿素材のレイソコート、スポーツウエア等に使用。
3　異収縮混繊糸の開発
　　熱に対し異収縮率の2種以上の糸で織り、熱処理すると収縮の少ない方がたわむ形でけん
　縮をもつ、同時に糸間に空間をもち、前記の絹の特性が表現される。
4　アルカリ減量加工
　　通常ポリエステルはアルカリに強いが、繊維の重合度の未熟の分を、アルカリでとかすこ
　とにより、細い強い糸が残り、やわらかい布となり、濃染加工布となる。
5　絹織物独特の絹鳴りを生ずるために、三角断面の角にきざみを入れる。
　　歌舞技の装束が上記の新合繊で作られ使用された。軽量で色相も深く、絹鳴りも生じてい
　るという。
IV，複合繊維・複合織物
　新しい感覚の個性ある布づくりを目指し、業界では差別化の発想として、次のように複合繊維
織物を作り出している。
　A　一本の繊維内での複合：例えば異収縮性、異染色性などの性質のポリマーを一本の繊維の
　　中に混在させる。
　B　一本の糸の中で繊維による複合：
　　性質の異なる繊維と繊維によって糸
　　にする。たとえばポリエステルの芯
　　の外側を綿で包みこむように精紡し
　　た糸で吸汗・発散性がよく、型くず
　　れがなく、洗濯に強い糸ができる。
　　　　　　よ　C　一本の撚り糸内での糸による複合：
　　異なる性質の糸と糸を撚りあわせて
　　一本の糸にする複合で交撚という。
　D　一枚の織物の内での糸による複合：
　　異なる糸を用いて織る。交織・交編
　　という。
　以上の複合は、合織同士の複合の他に、
天然繊維との複合が多く出て来ている。
V．新合繊の特徴と分類
　1987年以降に普及した合成繊維の、ハ
イテクに基づく一連の素材を新合繊とよ
フェミニン素材 覆 カジュアル素材
（添翻
ジョーゼット
¥ルキー
鳳奪禰強撚細deFY　　　　’一シースルーフフウス，ドレス
Vルキー合繊織物
ｨ薄手，均一外観
V7777π1薪香畷一一一
’75
f81
S7－
f93
天然素材
i綿，麻，ウール）
一
新合繊
jューンルキー
　蒔「樗）フ77”77／7Z
A
　　　　　　　　＼i尊藏ン瓢ジ…
、、　、
@　、@　、　、@　　、
カジュアル
V合繊
図8　市場トレソドの変遷
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び、新しい・外観・手ざわりを表現したものである。海外でも「SHIN－GOSEN」として通用
している。
　新合繊は多くはポリエステルの長繊維であり、外観・手ざわりの特徴から次の4種に分類され
ている。　（1993年現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　1ニューシルキー調　　2ニュー硫毛調　　3ピーチ・タッチ調　　4ニュードライ調
　以上のように・新合繊は、複合素材と技術の複合によって出来た新複合織物ということが出来
る。即ち・ポリマー段階→原糸→糸→加工→織編設計→染め加工等によって出来上がった布地に、
デザイソ→縫製に至るまで高次加工技術力を用いたテキスタイル開発力の結晶として、製品化し
うるようになった。
　県産地の栃尾・見附地区は、当初から、合成繊維発展の経過の中で、原糸メーカー一織り一染
め一試験の一貫した連携により、生産にとりくみ現在に至っている。
お　わ　り　に
　本文は、県産衣料の推移から始め、麻、絹等と時代のかかわりについてみてきた。次に自然の
知恵に学びながら作りあげた合成繊維の展開を、素材の立場からみた。合成繊維に求める感触に
も、トレソドの変化があって、経済や社会生活を反映し、バブル時代の優雅・ドレッシーから、
現在のラフでカジュアルへの変化があるように、時代を背景にして、素材の性能や審美性を生か
したファッショソが生まれ、衣生活に広がりと、快適さをもたらしている。これらの新素材や、
昔から伝えられた衣料、更にエスニックの衣料等のなりたちを知り、肌で味わいながら、各々の
時代や文化を思い、更に、今後の技術と感性を織り込んだ衣生活に夢を広げていきたい。
　これからの開発の方向は、新しい付加価値を生み出すことであろうが、その際に地球環境への
配慮や、老齢者・障害者・病人等に快よい被服の提供がされることが強くのぞまれる。
　最後に本文をまとめるに当り、新潟県産業統計課、新潟県工業技術セソター見附試験場、新潟
県繊維協会、及び各地織物共同組合の方々に、文献響資料等参考にさせていただきましたことに
対し、感謝の意を表します。
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